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「導水路はいらない！愛知の会」３周年記念企画・2012年度総会
２０１２．７/７ 桜華会館

長良川市民学習会 武藤 仁

「導水路」、河口堰問題と根はひとつ
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長良川河口堰・徳山ダム・木曽川水系連絡導水路

1968（昭43）年 木曽川水系水資源開発基本計画 （フルプラン）

1973（昭48）年 木曽川水系水資源開発基本計画全部変更

1988（昭63）年 長良川河口堰本体工事着工 95年7月運用開始

2000（平12）年 徳山ダム本体着工

2004（平16）年 徳山ダム建設費増額 08年 完成

2007（平19）年 8月 木曽川水系連絡導水路上流分割案の合意

12月 長良川市民学習会発足

2009（平21）年3月 「導水路はいらない！愛知の会」発足

5月 名古屋市長「導水路撤退」声明

10月 国土交通大臣「導水路凍結」コメント

11年6月 関係地方公共団体からなる「検討の場」スタート

2011（平23）年2月 大村・河村、共同マニュフェスト掲げて当選

6月 愛知県長良川河口堰検証スタート



治水
583.1

利水
306.9 国 408.2

愛知県 132.1
岐阜県 29.7

三重県 13.1

愛知県

上水 186.3

名古屋市上水
119.1

名古屋市工水
1.5

木曽川水系連絡導水路事業 総額 ８９０億円



今日お話ししたいこと

１．無駄な事業は、新たな無駄な事業を作り出す。

２．大型事業は、必要な事業を食いつぶす。

３．「導水路」、河口堰問題と根はひとつ。

「木曽川水系連絡導水路事業」はムダな徳山ダムから生まれたムダ事業。
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徳山ダムの水
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当初(73年)

従来(96年)

変更(04年)

岐阜県5.0→2.6 愛知県4.0→2.3 名古屋市6.0→1.7

ｍ３／秒 要りません！

渇水対策？？？で

河川環境改善？？？？？

として導水される！

要らない水が導水される！

これを長良川に
常時放流！

使うアテ
まったく無し



徳山ダムと導水路

徳山ダム

流水の正常な
機能の維持

１億１５００万ｍ３

利水容量７８００万ｍ３

渇水対策容量

５３００万ｍ３

名古屋市工水 ０．７

愛知県上水 ２．３

名古屋市上水１．０

成戸 ４０ｍ３/秒成戸 毎秒４０ｍ３鳴



環境改善のため？？？？

川にどれだけの水を流すのか

河川整備基本方針において「主要な地点における流水の正常な機能を維持するため
必要な流量に関する事項」を定める。（河川法）

正常流量＝水利流量＋維持流量

木曽川 成戸地点 毎秒５０ｍ３ （ヤマトシジミの生息？）

長良川 忠節地点 毎秒２６ｍ３ （魚類の産卵？）



成戸地点で50m3/秒が必要とされる根拠への疑問

ヤマトシジミは塩化物イオン濃度
11.600mg/ℓ以上で斃死する？

岐阜大学名誉教授山内克典先生の意見

・16,000mg/ℓの塩水で３日間飼育し
ても死亡はゼロという実験結果が
ある。

・木曽三川のヤマトシジミ高濃度生
息域は、しばしば15,000mg/ℓ以上
の高塩分水が遡上している。

・100～200ｍ３/ｓ程度の流量では、
塩水クサビの形成パターンや低
層の塩分濃度にほとんど影響が
無い。

「木曽川水系河川整備基本方針（案）」
流水の正常な機能を維持するための必要な流量に関する説明資料（案） 木曽川編」



今日お話ししたいこと

１．無駄な事業は、新たな無駄な事業を作り出す。

２．大型事業は、必要な事業を食いつぶす。

・・2004年度徳山ダム事業費追加分４７億円の捻出問題

・県民が求める治水工事ができない

・・無駄な事業のツケは県民に



水害常襲地域の河川改修費を削って徳山ダムに投入！
ー2004年度徳山ダム事業費追加分47億円の捻出問題ー

• 04年度当初予算は、「2540億円」枠一杯の93億円であった。

• 04年7月15日、国交大臣、徳山ダム事業実施計画変更（増額）を認可。

しかし、補正予算案が出ない。

金の出所はないはず。なのに現場では建設工事が続いている？

• 「項の間の移用」（財政法第３３条但し書き）により捻出。

9,339,000千円 → 14,050,000千円（+4,711,000千円）47億円増額

• 47億円のうち治水特会では、3,148,800千円削減（他16億円は利水、発電から）

• 3,148,800千円の内訳は、

直轄河川改修費2,189,000千円、砂防事業費（補助）859,800千円 他

・ 削られた直轄河川改修費2,189,000千円の中に

一般河川改修・木曽川（上流）1,889,000千円

その中身は、揖斐川「牧田川・杭瀬川」河川改修事業であった！

たび重ねて浸水被害を受けている荒瀬地区に係る事業である。

４７億円（4,711,000千円）はどこから持ってきたのか（どこを削った）？）？



４９２億円

１０２億円



９０７億円

３３６億円



民主党政権下で

ダム建設再稼働！

内ケ谷ダム
Ｈ23 １億円 → Ｈ24 ４．５億円

木曽川水系連絡導水路
Ｈ23 ３．５億円 → Ｈ24 ２．９億円

設楽ダム
Ｈ23 ３４．５億円 → Ｈ24 １００億円



岐阜県の

徳山ダム取得利水

工業用水 1.4ｍ３/秒

上水道 1.2ｍ３/秒

2008年４月23日「毎日新聞」

今後23年間で592億円の返済



徳山ダム
（百万円）

年度 合計 治水 利水

H15 255 255 -

H16 1,233 1,233 -

H17 800 800 -

H18 718 718 -

H19 1,051 1,051 -

H20 2,697 683 2,014 

H21 2,243 123 2,120 

H22 2,222 123 2,099 

H23 2,202 123 2,079 

H24 2,095 - 2,095 

H25 2,097 - 2,097 

H26 2,098 - 2,098 

H27 2,099 - 2,099 

H28 2,101 - 2,101 

H29 2,102 - 2,102 

H30 2,104 - 2,104 

H31 2,105 - 2,105 

H32 2,107 - 2,107 

H33 2,108 - 2,108 

H34 2,110 - 2,110 

H35 2,111 - 2,111 

H36 2,113 - 2,113 

H37 2,115 - 2,115 

H38 2,116 - 2,116 愛知県負担額について

H39 2,118 - 2,118 

H40 2,120 - 2,120 注１：負担額は建設費と維持管理費

H41 2,122 - 2,122 注２：維持管理費のうちＨ２４は予算額、Ｈ２５以降はＨ２４予算額と同額とした。

H42 2,124 - 2,124 注３：Ｈ２４以降の負担額は変わる場合がある。
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長良川河口堰

（百万円）

年度 合計 治水 利水

H15 3,536 73 3,463 

H16 3,562 73 3,489 

H17 3,583 83 3,500 

H18 3,562 61 3,501 

H19 3,521 61 3,460 

H20 3,491 52 3,439 

H21 3,500 50 3,450 

H22 3,450 16 3,434 

H23 4,001 - 4,001 

H24 3,324 - 3,324 

H25 3,327 - 3,327 

H26 3,331 - 3,331 愛知県負担額について

H27 3,335 - 3,335 

H28 3,339 - 3,339 注１：負担額は建設費と維持管理費

H29 3,343 - 3,343 注２：維持管理費のうちＨ２４は予算額、Ｈ２５以降はＨ２４予算額と同額とした。

注３：Ｈ２４以降の負担額は変わる場合がある。

52,205 469 51,736 
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今日お話ししたいこと

１．無駄な事業は、新たな無駄な事業を作り出す。

２．大型事業は、必要な事業を食いつぶす。

３．「導水路」、河口堰問題と根はひとつ。
なぜ、長良川に流すのか？



産卵場所（アユ）
51.3km地点では

H＝３０㎝
→ Q＝25.54m3/ｓ

V＝６０㎝/ｓ
→ Q＝5.18m3/ｓ

よって
維持流量は２６m3/ｓ

「木曽川水系河川整備基本方針（案）」
流水の正常な機能を維持するための必要な流量に関する説明資料（案） 長良川編」



「木曽川水系河川整備基本方針（案）」
流水の正常な機能を維持するための必要な流量に関する説明資料（案） 長良川編」

向井貴彦（岐阜大学准教授：魚類学）の意見

・中流域の瀬に棲む代表魚種７種の選定いいかげん。

・必要水深が３０ｃｍに統一されているのは不自然。

・カワヨシノボリと似た生態で，はるかに魚体の大きいカジカの必
要水深が少ないのも不自然である．

・カワヨシノボリが水深５cmで産卵する論文ある。



２００７年１２月 名古屋市議会経済水道委員会資料より

上流分割案の

背景には

河口堰の未利用水の

活用の

ねらいがある。



平成23年8月30日
愛知県長良川河口堰検証
第5回専門委員会
愛知県企業庁
田口氏資料より抜粋

まずい水

工業用水８．３９

木曽川水系連絡導水路



2012年7月1日（日）朝日新聞 岐阜県域版



ご清聴ありがとうございました。

長良川を守るために
ご支援よろしく、お願いいたします。


